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BitVisorとは
● bitvisor.org
● https://bitbucket.org/bitvisor/bitvisor (hg)

● 準パススルー型パススルー型型 VMM

– なので、基本的にはハードウェアにあるデバイ基本的にはハードウェアにあるデバイにはハー型ドウェアにあるデバイにあるデバイデバイ
スがそのまま見えるえるデバイ

– VirtIOな Ethernetとかも場合によっては使える場合によっては使えるによっては使えるえるデバイ
(Macのハー型ドウェアにあるデバイの場合によっては使える ?))

– ただし、基本的にはハードウェアにあるデバイネストされた仮想化はできないみたいされた仮想化はできないみたいはできないみたい
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BitVisorとは
● USBメモリー型から UEFIで BitVisorを起動させる起動させるさせるデバイ
と、基本的にはハードウェアにあるデバイ内蔵ストレージにあるストされた仮想化はできないみたいレー型ジにあるにあるデバイ UEFIブー型トされた仮想化はできないみたいの OSを起動させる自
動させる的にはハードウェアにあるデバイに起動させるできるデバイ

● NetBSD上でビルドできて、でビルドできて、基本的にはハードウェアにあるデバイ NetBSDが動させるく



  4 / 7

BitVisorのビルド
● PATHに mingw-w64のツー型ルチェインを追加を起動させる追加

– pkgsrc/cross/mingw-w64を起動させるインを追加ストされた仮想化はできないみたいー型ルするデバイ
● cd bitvisor
● gmake
● gmake -C boot/loader
● gmake -C boot/uefi-loader

● これで、基本的にはハードウェアにあるデバイ
bitvisor.efi、基本的にはハードウェアにあるデバイ loadvmm.efi、基本的にはハードウェアにあるデバイ loadvmm.dll

ができるデバイ
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USBメモリー型へのインを追加ストされた仮想化はできないみたいー型ル
● gpt create sd0
● gpt add -s 128m -t efi -l EFIBOOT sd0
● newfs_msdos /dev/dk0
● mount_msdos /dev/dk0 /mnt
● mkdir -p /mnt/EFI/boot
● cp bitvisor.efi boot/uefi-loader/loadvmm.elf 

boot/uefi-loader/loadvmm.dll /mnt/EFI/boot
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起動させる
● cpuctl identify 0するデバイと、基本的にはハードウェアにあるデバイ featureから VMX等が消が消
えているデバイ。

● BitVisorなし
cpu0: features1 
0x7ffafbbf<SSE3,PCLMULQDQ,DTES64,MONITOR,D
S-CPL,VMX,EST,TM2>

● BitVisorあり
cpu0: features1 
0x77fafb9f<SSE3,PCLMULQDQ,DTES64,MONITOR,D
S-CPL,EST,TM2,SSSE3>
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今後の課題の課題
● tools/logに logget-linux.cというのがあるデバイ
● これが BitVisorのログをゲストのを起動させるゲストされた仮想化はできないみたいの Linuxから取得すす
るデバイことのできるデバイ Linuxのカー型ネルモジにあるュー型ルのソー型
スコー型ド

● 3-clause BSDライセンを追加スなので、基本的にはハードウェアにあるデバイ NetBSDでも場合によっては使えるログをゲストの
を起動させる取得すできるデバイようにしたい
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